
 

 

 

 

  

 

１ 要旨 
財団法人静岡県文化財団・グランシップでは、一昨年度より「伝統芸能普及プログラム」を実施し、

市町の文化施設や教育機関と連携して能楽などの伝統芸能がもつ魅力や特徴などを多角的に紹介

しています。今回は、昨年 11 月に能楽師・大倉源次郎氏のレクチャーを受けた静岡大学教育学部

の音楽専攻の学生が、実際に学校現場で音楽の授業を行います。また、社会科の授業も組み合わせ

て、能楽を「音楽」からと、その時代背景を知る「社会」からの観点で中学生に紹介します。 

 

２ 概要 

区 分 内   容 

公演名 グランシップ伝統芸能普及プログラム「触れてみよう能楽師」 

日 時 
平成２５年１月２４日（木）１０：２０～１２：２０（３・４時間目） 

平成２５年１月２９日（火）１１：３０～１５：１０（４・５・６時間目） 

会 場 菊川市立岳洋中学校（菊川市下平川５４３０） 音楽室 

講 師 
静岡大学教育学部３・４年生 （ピアノ専攻、声楽専攻、音楽教育専攻） 

監修：大倉流小鼓方十六世宗家・大倉源次郎 ※大倉氏は29日に立ち会い 

受講生 
岳洋中学校１年生／２４日：３時間目（５組）４時間目（２組） 

         ２９日：４時間目（３組）５時間目（１組）６時間目（４組） 

授業内容 

【音楽】 

中学校の教科書に掲載されている能「羽衣」の謡を謡う。 

グループに分かれて練習。 

【社会】※岳洋中学校教員が行います 

室町時代の歴史や文化を学ぶ。 

室町時代に大成された能楽の歴史や文化を学ぶ。 

目的・特徴 

グランシップで継続している能楽公演を単なる興行的公演で終わらせず、地域と

連携したプログラムとして構成しています。また、各地域や機関の実情に合わせ、

内容や出演者を個別に選定しています。能楽という芸術だけでなく、“能楽師”と

いう演者・芸術家の人としての魅力にも触れることができます。 

今回は能楽について大学生に能楽の知識を提供するだけでなく、彼らが学校教育

の現場に立ち、実際に中学生に授業をするというところまで構成しています。 

主 催 財団法人静岡県文化財団／国立大学法人静岡大学教育学部 
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タイトル グランシップ伝統普及プログラム 
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「グランシップ伝統芸能普及プログラム」大学連携事業 

菊川市立岳洋中学校で静岡大学教育学部の学生が 

能楽を音楽の授業に取り入れた実践授業を行います。 

～音楽教員を目指す学生が能楽師から直接学び、邦楽教育の実践に生かす～ 

静岡県文化財団 
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